








研究目的 

 心身障害の発生防止に新生児集中治療(neonatal intensive care)の果す役割の大きいこ

とは最近の内外の統計をみても明らかである。 

 ハイリスク新生児に対して集中治療を行う施設 NICU は急速に普及して来ているが,そこ

で行われる個々の医療内容とともに地域での医療体制づくりについてもさらに検討すべき

点が少なくない。 

 本研究班はハイリスク新生児の心身障害発生防止には NICU を効率よく運用管理するこ

とが重要であるとの観点から次の四課題について分担研究を行なった。(1)未熟児とくに極

小未熟児にしばしば出現するくる病の防止策を検討し,管理基準を作成する。(2)ハイリス

ク児の intact survival を中枢神経系障害の予防・治療を中心に検討する。(3)未熟児網膜

症の原因・病態解明とともにその予防ならびに治療法の確立を目指す。(4)新生児救急医療

のシステム化の効果を調査し,システム化の方向を探る。 


